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益城の文芸

●いじめについて
益城町いじめ電話相談　☎ 286‐1770
●さまざまな人権問題
益城町福祉課人権対策係　☎ 289-1400

同和問題、障がい者・女性・子どもの人権問題、
人権に関する法律相談など、各種人権に関す
る相談窓口は、町ホームページ「人権につい
ての電話による相談窓口」をご確認ください。

人権についての電話による相談窓口 (平日のみ )

Vol.542 「自分らしくがみんなの幸せに」

さんは「男女共同参
画」と聞いて、何を

思い浮かべますか。堅苦しい政策、あるいは特
定の性別の活躍推進をイメージするかもしれま
せん。しかし、その本質は、一人一人が自分ら
しく生きるための自由や、願いと深く結びつい
ています。
　「男女共同参画」とは、性別による固定観念や
「男だから」、「女だから」といった役割意識にと
らわれず、誰もが自分の得意なことや、やりた
いことを自由に選べる社会を目指すものです。
　例えば、「女の子なのだから、お料理教室に行
きなさい」と言われたり、「やっぱり会長は男性
じゃないと」と会長職を押し付けられたりした
ら、どう感じるでしょうか。このような「決め付

皆 け」や「無理強い」は、個人が本来持つ個性や可能
性を抑えこむことになり、個人の人格権の侵害
にもつながります。まさに、自分らしく生きる
権利を制約してしまうのです。
　また、令和 4年度に町民を対象に実施した「益
城町男女共同参画に関するアンケート」では、政
策決定への女性参画を望む声が約 8割を占めま
した。この結果は、町民の皆さんが性別にとら
われない多様な視点や意見が、より良い町づく
りに不可欠だと感じていることの表れです。
　性別にとらわれず互いの個性を尊重する私た
ち一人一人のこうした意識が、誰もがより自由
に、より楽しく、「自分らしく」輝ける社会、そ
して人権尊重の町づくりへつながっていくので
はないでしょうか。

令和 8 年 町内の
事故・事件の発生状況

事故・犯罪
区分 5 月中 累計

人身事故 6 27

物損事故 80 357

空  き  巣 0 0

自販機狙い 0 0

万  引  き 0 7

オートバイ盗 0 0

自転車盗 0 3

車上狙い 0 0
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発生区分 5 月中 累計

火災

建物 1 2

車両 0 0

林野 0 1

その他 0 1

警戒出動 2 6

救急出動 133 728

救助出動 1 3

◆
防
火
と
救
急

令和 8 年
町内の火災等発生状況

　

自
宅
に
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
し
て
い

ま
す
か
。
こ
の
警
報
器
は
、
煙
や
熱
を
い
ち
早

く
感
知
し
、
音
で
火
災
の
発
生
を
知
ら
せ
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
別
室
に
い
て
も
、
就
寝
中
で
も

火
災
を
早
期
に
察
知
で
き
、
命
や
財
産
を
守
る

重
要
な
役
割
を
担
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
設
置
義
務
化
か
ら
15
年
が
経
過
し
、

多
く
の
家
庭
で
交
換
時
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。

電
池
切
れ
だ
け
で
な
く
、
部
品
の
劣
化
や
故
障

に
よ
り
火
災
を
感
知
し
な
く
な
る
可
能
性
が
あ

る
た
め
、
定
期
的
な
点
検
が
必
要
で
す
。
警
報

器
本
体
は
10
年
を
目
安
に
交
換
し
ま
し
ょ
う
。

　

定
期
的
な
点
検
も
大
事
で
す
。
本
体
の
ひ
も

を
引
く
か
ボ
タ
ン
を
押
す
こ
と
で
、
音
声
に
よ

り
正
常
な
作
動
を
確
認
で
き
ま
す
。

　

あ
な
た
と
家
族
の
命
を
守
る
た

め
、
警
報
器
は
万
全
な
状
態
を

保
っ
て
く
だ
さ
い
。

火
災
警
報
器
の
点
検
を
し
ま
し
ょ
う　

　

夏
休
み
は
子
ど
も
た
ち
の
気
も
緩
み
が
ち
で
、

夜
遅
く
ま
で
出
歩
く
、
お
酒
や
た
ば
こ
に
手
を

出
す
な
ど
、
非
行
に
走
り
や
す
い
時
期
で
あ
り
、

犯
罪
被
害
に
遭
う
危
険
性
も
高
ま
り
ま
す
。

　
近
年
は
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
き
っ
か
け
と
し
た「
闇
バ

イ
ト
」へ
の
応
募
で
、
詐
欺
や
強
盗
な
ど
の
重
大

な
犯
罪
に
加
担
す
る
事
件
も
起
き
て
い
ま
す
。
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ア
ル
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イ
ト
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、
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ず
保
護

者
に
相
談
す
る
。

・
不
用
意
に
個
人
情
報
や
身
分
証
を
渡
さ
な
い
。
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不
審
な
ア
ル
バ
イ
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に
応
募
し
、
個
人
情
報

を
送
っ
て
し
ま
っ
た
場
合
は
、
た
め
ら
わ
ず

に
警
察
に
相
談
す
る
。

■
車
上
ね
ら
い
に
注
意
！
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嘉
島
町
下
六
嘉
の
湧
水
天
然

プ
ー
ル
付
近
で
、
自
転
車
の
か

ご
に
入
れ
て
い
た
貴
重
品
が
盗

ま
れ
る
事
件
が
多
発
し
て
い
ま

す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
！

子
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も
た
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犯
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守
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藤
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が
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さ
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ぐ
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お
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の
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ら
の

声
弾
み
ゆ
く　
　
　
　
　
安
永　
野の

中な
か　

三さ
ぶ

郎ろ
う

朝
日
射さ

す
船
野
の
山
は
若わ

か
葉ば

萌も

え
畠
は
打
た
れ

て
梅
雨
を
待
ち
お
る　
　
惣
領　
甲か

斐い　
道み

ち
夫お　
　

紫あ
じ
さ
い

陽
花
の
す
き
間
に
咲
け
る
赤
き
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ら
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を
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と
ひ
を
り
た
り　
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湖
畔
水み

な
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広
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ヒ
ロ
子こ

摘
み
た
て
の
茶
の
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を
も
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で
芳
し
く
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ま
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指
あ
お
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夏
め
く　
木
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赤あ

か
城ぎ　
香か

織お
り

空
豆
は
天
に
向
か
っ
て
実
を
付
け
る
地
を
向
き

た
れ
ば
食
べ
頃
と
妣は
は　

　
木
山　
本ほ

ん
田だ　
龍り

ゅ
う

子こ　
　

満
月
の
光
の
中
を
飛
ん
で
行
く
蝙こ
う
蝠も

り
の
群
れ
影

か
さ
ね
つ
つ　
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す
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伸の
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鮮
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し　
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初
物
の
梅
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無
言
の
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ま
に
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む

福
富　
井い

手で　
悦え

つ
子こ

流り
ゅ
う

蛍け
い

や
き
ら
き
ら
星
と
子
が
指
せ
り

安
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福ふ
く

山や
ま　

友と
も

子こ

鈴す
ず

蘭ら
ん

を
訪
ね
て
阿
蘇
の
風
の
中

惣
領　
阪さ
か

口ぐ
ち

由ゆ

美み

子こ

白し
ら

南は

風え

や
海
へ
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な
な

く
御
崎
馬馬

水　
増ま
す
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か　
伸の

ぶ

若
葉
風
髪
を
明
る
く
染
め
ま
し
た

広
崎　
大お
お
原は

ら　
　
郁い

く

友
よ
り
の
便
り
高
菜
漬
パ
リ
リ　

馬
水　
増ま
す

田だ　
訓く

に
子こ

く
る
く
る
と
傘
持
て
余
す
下
校
の
子

古
閑　
今い
ま
村む

ら　
恒こ

う
心し

ん

梅
雨
雲
や
益
城
四
山
蓋お

お
は
れ
て

惣
領　
野の

宮み
や　
逸い

つ
吉よ

し

※�

6
月
号
に
掲
載
し
た
中
原
義
一
さ
ん
の
句
に
誤
り
が
あ
り
ま
し

た
。
正
し
く
は
次
の
通
り
で
す
。
お
わ
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

　

そ
の
辻つ
じ
の
向
こ
う
あ
た
り
か
沈じ
ん
丁ち
ょ
う

花げ　

  

西
原
村　
中な
か
原は
ら　

義よ
し
一か
ず

よ
し

よ
し

広 報 ま しき  令和8（2026）. 7広 報 ま しき  令和8（2026）. 725 24


